
近視遺伝子検査の提案

問診（ご両親の近視の確認）

視力検査

視力予測システムの実施（将来の屈折度の予測）

診察（患者様への治療方法の提案）

ご両親とも近視ではない方ご両親または、どちらかが近視の方

近視遺伝子検査結果の確認

眼底検査・眼軸長測定

視力検査

診察

１ヶ月後



Q2で①・②を選択した場合 Q2で③を選択した場合

近視遺伝子検査の提案

問診（ご両親の近視の確認）

視力検査

視力予測システムの実施（将来の屈折度の予測）

診察（患者様への治療方法の提案）

ご両親とも近視ではない方ご両親または、どちらかが近視の方

問診について
問診で、現在の視力と治療に関するご希望に加え、近視の要因である生活習慣と遺伝についても伺っています。



　検査方法　︓被検者ご自身またはその保護者が、被験者の口の中を綿棒で擦って、同意書と共にポストに投函します

　判定方法　︓20歳時点で近視ではない日本人集団の遺伝リスクと比較します

判定通知方法︓約4週間後、判定報告書がご自宅に郵送されます

口腔粘膜採取用綿棒
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20歳時点で近視ではない日本人集団と
同等の遺伝リスク

-
-
近視遺伝子検査の詳細は、販売元のホームページをご確認ください（https://kinshi.jp/genetic/）

- 近視遺伝子検査は、体質の傾向を判定する消費者向け遺伝子検査です
未成年の方の実施には、保護者の同意が必須となります

近視遺伝子検査について
ご両親またはご両親のいずれかが近視の場合は、近視の遺伝リスクを判定する消費者向け遺伝子検査を提案しています。
（ご両親が近視ではない方の近視遺伝子検査のご利用も承ります。）



4歳　女性　右眼　現在の度数　-3.00D

10年後の予測度数 -7.79D

信頼区間の範囲右眼 95％
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4歳　女性　左眼　現在の度数　-6.00D

10年後の予測度数 -10.72D

信頼区間の範囲左眼 95％
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［グラフの軸］
　縦軸︓屈折度(D)
　横軸︓時間(年後)

視力予測システムについて
視力予測システムで、将来（10年後まで）の視力の予測値を算出します。

-
-
視力予測システムの詳細は、販売元のホームページをご確認ください（https://kinshi.jp/simulation/）
視力予測システムは、年齢・性別・現在の視力から、10年後までの視力の予測値を算出するシステムです


